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目的  
組織・機関に所属することが一般的なソーシャルワーカーが、組織からの「中立的」あ
るいは「独立的」立ち位置を保証されている場合、そのような専門職の「自律性」は、ワ
ーカーが「一歩を踏み出す」ことを容易にするのか。被雇用者としてのソーシャルワーカ
ーが抱える「組織的統制」「専門職的統制」といったディレンマと期待される支援との拮抗
関係に着目し、「自律性」が支援にもたらす影響についての検討を目的とした。  
 
方法  
横浜市障害者後見的支援制度における「あんしんマネジャー」は、利用者本人への排他
性を業務に保証された、専門職として「自律的」な立ち位置にあると考えられる。この立
ち位置が「組織的統制」「専門職的統制」がもたらす支援の限界から「一歩を踏み出す」こ
とを可能し得るのか否かについて、当該専門職への聞き取り調査での検証を試みた。  
 
考察  
横浜市障害者後見的支援制度は、「今はまだ支援を必要としない」時から、親亡き後の障
害者本人の安心と安寧を地域に繋げていく制度である。「支援を必要としないうちから」「支
援」を構築する希少な制度であり、さらに、「制度サービスや親にではなく、徹底的に本人
の立場に立つこと」を支援者に要請している。本研究が取り上げる「支援者」とは、「あん
しんマネジャー」との名称で、本制度の推進法人（横浜市社協）から一人派遣され、所属
の異なる運営法人スタッフと支援チームを構成する。この仕組みの目的は、本制度への運
営法人の特色や方針等による影響を排し、他制度の補完的機能に変容することの防止にあ
る。「あんしんマネジャー」は、以上のような制度機能の中心的な推進者であり、自組織か
らも派遣先組織からも独立的で、利用者本人への排他性を業務に保証された、「自律的」な
立ち位置を求められている。しかし、「あんしんマネジャー」にとって、派遣先法人との対
話と協調、様々なスタッフとの現実的調和なくして円滑な業務遂行は不可能であり、さら
に、事実として自らも官僚機構としての社会福祉制度システムの専門職（被雇用者）であ
る。そのため、本制度が意図する理念的専門職像の一方で、必然的に支援上への制度シス
テムの意図反映が生じ、それを避けることはできない状況にあることが指摘できる。  
 
結論  
 特定の専門職に「自律的」性格が付与されても、利用者が享受する社会福祉支援が他機
関、多職種の関与による結果であるという事実からすると、社会福祉制度システムの中で
支援が提供される限りは、特定の専門職のみが「自律的」であり続けることは困難である。  
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